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社会・物理環境から位置づける
私たちのwell-being

打田篤彦（神戸大学）
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全体の構成

1. はじめに

2. Well-beingの現在地

3. 地図記号としての理論的枠組み

4. 周辺図：社会環境

5. 周辺図：物理環境

6. データで描く案内図

7. 結び

2. Well-beingの現在地
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「すべての幸せな家
庭は似ている。
不幸な家庭は、それ
ぞれ異なる理由で不
幸である」

レフ・トルストイ
『アンナ・カレーニナ』冒頭

マズローの欲求段階説からの発想

（cf., Maslow, 1954）

幸福=全ての欲求が充足、不幸=何らかの欲求で欠乏？

 Philipp Guttmann Androidmarsexpress
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そもそも「幸福」とは？

近代化された「幸福」

（Oishi et al., 2013）

 4028mdk09

16世紀
プロテスタンティズム

18-19世紀
産業革命・大都市化

19世紀
経済成長・経済移民

Happiness：

神によって救われる幸運 努力して得る豊かさによる快感情
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イースタリンの逆説

（Inglehart et al., 2008）

WHO憲章での‘well-being’

• Health is a state of complete physical, mental and social well-
being and not merely the absence of disease or infirmity.

• The extension to all peoples of the benefits of medical, 
psychological and related knowledge is essential to the fullest 
attainment of health.

（World Health Organization, 1948; 赤字引用者）
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Well-beingはどう理解されてきたか？

‘Well-being’はどこからきたか

（https://www.oed.com/dictionary/well-being_n?tab=meaning_and_use&tl=true#14893302）
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現代の‘well-being’の流布

（https://books.google.com/ngrams/）

英語書籍での言及

（Web of Scienceより作成）

学術論文の出版件数

（Google Trendsより作成）

日本語での検索傾向

学術論文の上位10分野

（Web of Scienceより作成）

広義の‘well-being’の指標

（OECD, 2020）

経済資本
自然資本
人的資本

社会関係資本

所得と富
仕事と仕事の質

知識と技能
ワーク・ライフ・バランス

社会とのつながり
市民参加

住居
生活の安全
環境の質

健康
主観的幸福
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（竹内, 2022）

行政文書における‘well-being’

心理学における主観的well-being

“The field of subjective well-being (SWB) 
comprises the scientific analysis of how people 
evaluate their lives both at the moment and for 
longer periods such as for the past year.”

（Diener et al., 2003 404; 赤字引用者）
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Well-beingの心理学研究小史

現在過去

1879 1930s 1940s 1950s 1980s

Wundtによるライプツィヒ
大学での実験心理学の研究
室開設
（実証的な心理学の端緒）

最初期の「幸福」の測定研究
（e.g., Hartmann, 1934）

行動主義の主流化
（→幸福研究の低調化）

認知革命（←行動主義批判）
仮説的構成概念の測定の発展
主観的な心理概念・現象の重要視

信頼性と妥当性が担保された
主観的幸福感の尺度が開発
（e.g., Diener, 1984）

ポジティブ心理学をはじめと
したwell-being研究の活発化

（大石・小宮, 2012）

 AndreasJS

Hedonia

• 「快楽主義」的な幸福。

• 刹那的・感覚的な喜び。

• 経験に即したポジティブ感情（Diener, 
2000）や日々の幸せを感じていることで測ら
れ得る。

• 快楽主義で知られるエピキュロスのヘレニズ
ム期に由来。ただし、本来は「平静な心
（ataraxia）」の追求を説いた思想とされる。

Eudaimonia

• 「生きがい追及主義」的な幸福。

• 長期的な視点で、人生における意味や目的を
感じること。

• 社会的なつながり、貢献の意識、人生におけ
る何らかの方向性を感じるか（Ryff, 1989）で
測られ得る。

• 「善い（eu）守護神（daimon）に守られて
いる状態」を指す言葉を以てアリストテレス
が最上の善とした概念に由来し、根源的には
「より善く生きより善く行為する」ことを指
す。

Well-beingの大分類
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Hedonia vs. Eudaimonia

• 互いに強く相関することが知られているが、eudaimoniaは評価的な
特徴を持つため、短期的には不快な過程の結果に見出されることもあ
る。

• 生理反応的には異なる働きを持つことが示唆されている（Fredrickson 

et al., 2015; Kitayama et al., 2015）。

• 適度に両方とも充足している状態が、総体的なwell-beingの充足と捉
えられる。

主観的well-beingをどう測るか？
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※7件法

(1) 私は自分の人生に満足している

(2) 私の生活環境は素晴らしいものである

(3) だいたいにおいて、私の人生は理想に近いものである

(4) もう一度人生をやり直すとしても、私には変えたいと思うところはほとんどない

(5) これまで私は望んだものは手に入れてきた

（Satisfaction with Life Scale, SWLS; Diener et al., 1985）

人生満足感尺度

※5件法

(1) 自分だけでなく、身近なまわりの人も楽しい気持ちでいると思う

(2) 周りの人に認められていると感じる

(3) 大切な人を幸せにしていると思う

(4) 平凡だが安定した日々を過ごしている

(5) 大きな悩み事はない

(6) 人に迷惑をかけずに自分のやりたいことができている

(7) まわりの人たちと同じくらい幸せだと思う

(8) まわりの人並みの生活は手に入れている自身がある

(9) まわりの人たちと同じくらい、それなりにうまくいっている

（Hitokoto & Uchida, 2015）

協調的幸福感尺度
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（子安他, 2012）

人生満足感尺度と協調的幸福感での国際比較

幸福観の文化比較

（内田・荻原, 2012）

※日米の大学生による幸福に関する記述の分類を多次元尺度法で配置
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「文化的幸福観」の東西

（内田・荻原, 2012）

(https://ourworldindata.org/world-population-growth)

Western, Educated, Industrialized, Rich, Democratic な人々はいかほど？
（Henrich et al., 2010）

奇妙な（weird）「世界標準」
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理想的な「幸福」の分布

（Krys et al., 2023）

※人生満足感尺度と協調的幸福感尺度について、「理想的な状態の人」の得点を予想から差分を算出

多元的概念としてのwell-being

（Krys et al., 2024）

15

第33回リバーフロント研究所研究発表会 2025年（令和7年）9月26日



3. 地図記号としての理論的枠組み

長期的なwell-beingの
要件に関する集合知
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ある講義での学部生の回答より

Well-beingには何が反映されているか？
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環境への適応過程を踏まえる

（Oishi & Graham, 2010）

社会・生態学的アプローチ
（Socioecological approach）

自然環境および社会環境がどの
ように人間の心理・行動の傾向
に影響するか、また、そうして
影響を受けた心理・行動がどの
ように環境へフィードバックを
与えるか  という相互構成の
仕組みに注目する研究方略

社会生態学的要因の主な例

生業形態 社会関係自然条件

（竹村・佐藤, 2011）

 Ali Zifan  ViralZone

 Peel, M. C., Finlayson, B. L., and McMahon, T. A.
 zachi dvira

 David Jones

18

第33回リバーフロント研究所研究発表会 2025年（令和7年）9月26日



（Fincher et al., 2008） （Murray et al., 2011）

自然条件の例：病原体の蔓延

（https://www.rockstargames.com/reddeadredemption2/）

（Nisbett & Cohen, 1996）

なぜ米国南部出身者たちはオラついているのか？
（北部よりも暴力事件が発生しがち）

↓
17世紀末のスコッチ・アイリッシュ移民以来、
19世紀初頭のプランテーションまで牧畜が主流

↓
牧畜は農業より窃盗の危険性と被害額が高い

かつ、警察機構が未発達の時代
↓

自衛手段として「舐められない評判」が重要に
↓

「名誉を守る」価値観に発展／「タフな男」がモテる
↓

「名誉の文化」が主流文化に
↓

牧畜経済が非主流化した時代においても、
南部出身者は北部出身者よりも行動・生理指標的に侮辱

への暴力的反応を示す傾向を維持

（Culture of honor）

生業形態の例：名誉の文化
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（Schug et al., 2010）

自己開示：
相手からの評価を下げたり悪用される危険性を伴う
→高コストな信頼・関係維持方略

高関係流動性社会 低関係流動性社会

↓
望ましい相手を

つなぎとめる必要

↓
現在の関係を

悪化させない必要

（Relational mobility）
ある社会の中で古い人間関係から新たな人間関
係に移行する機会が一般的にどの程度あるか

社会関係の例：関係流動性

人と環境との相互作用を踏まえた問い

社会環境

物理環境

…

…

…

…

…

…

…

Well-being

…

…

個人

場の文脈

…

（打田, 査読対応中）

環境との相互作用を通した個人の適応

Well-beingの実現

どんな要素が重要か？

全体での好循環をいかに成立・維持させるか？
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4. 周辺図：社会環境
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「信頼の欠如は、
市街地において
は惨事です」

ジェイン・ジェイコブズ
『アメリカ大都市の死と生』

3章

Well-beingが高まりやすい「場」とは？
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（Legatum Institute, 2023）

2023年版は167の国・地域対象
日本は＿＿位…↑high & low↓

Legatum繁栄指数

（https://www.prosperity.com）

Legatum繁栄指数での日本の位置づけ
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（Legatum Institute, 2023）

（Social capital）

Legatum繁栄指数での社会関係資本

（Putnam et al., 1993）

政治学者ロバート・パットナムの問いと仮説

実証的に「発見」された社会関係資本

1970年代にイタリア共和国
で施行された州分権

↓

地方自治の壮大な社会実験

↓

成否を左右する要因とは？

  OttavianoLolnoob

州間格差の強い説明要因であった積極的な市民参加 →“社会関係資本”
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「一般化された互酬性
の規範と市民的積極参
加のネットワークは、
裏切りへの誘因を減ら
し、不確実性を低減さ
せ、将来の協力にモデ
ルを提供することで社
会的信頼と協力を促進
する」

（Putnam et al., 1993 河田訳 2001, p.220; 
赤字引用者）

（https://www.sustainable-environment.org.uk/Earth/Commons.php）
（Hardin, 1968）

共有地の悲劇（tragedy of the commons）

社会関係資本の社会科学的な意義

社会関係資本のwell-beingに対する効用

社会関係資本
主観的

Well-being
X

信頼
住民間のつながり
市民参加
社会的支援
…など

社会関係資本の要因

個人レベル
+

地域レベル

性別
年齢
国・地域
…など

健康
治安
行政機能
…など

収入
学歴
…など

（打田, 2026出版予定）
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（Putnam et al., 1993）

現代の社会関係資本の強い説明要因は中世の自治の伝統

社会関係資本の経路依存に依らない構築の方途は？

社会関係資本の残された課題

5. 周辺図：物理環境
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「私たちが街を
つくる  そし
て街が私たちを
つくる」

ヤン・ゲール
『人間の街』1章
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まちのどこに幸せそうな人がいるか？

ある講義での学部生の回答より
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現代社会を生きる人々の大半は「都市生活者」
• 全世界の都市人口比率は、2018年の集計値で55.3%

で、2050年の予測値は68.4%
• 日本は、2018年に91.9%（人口1億人以上の対象国・

地域では最高）で、2050年は94.7%に達する見込み
（UNDESA, 2018）

※都市部を市で定義

（built environment）

私たちを取り巻く構築環境としての都市

（Andalib et al., 2024）

心身の健康と構築環境の研究動向

4種類の代表的な学術データベースで構築環境と
心身の健康に関する論文を網羅的に調査

↓
2002-2022年に出版された71件を抽出

↓
研究主題を分類

↓
心身の健康と構築環境それぞれの組み合わせの内

訳を描画

←42件（6割超；最多）で言及

3件で言及
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社会実装を目指した問い

社会環境

物理環境

社会関係資本

都市緑地

…

…

…

水域

…

Well-being

…

公共空間

個人

場の文脈

社会・経済状況

（打田, 査読対応中）

環境との相互作用を通した個人の適応

Well-beingの実現

どんな要素が重要か？

全体での好循環をいかに成立・維持させるか？

（Labib et al., 2020）

「健康」に正の効果を認める知見は多数
※ただし、測定対象による

2009-2018年出版の論文の分析

都市緑地 → well-being
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出典対象概要効果

Kuo et al., 1998米国シカゴ市の公営団地の住民共有空間の植物が住民間の社会的なつながりと関連支持

Kemperman & 
Timmermans, 2014

オランダでの全国調査における60
歳以上の回答者

近隣の緑の量が住民間の社会的なつながりと関連支持

Orban et al., 2017ドイツのルール大都市圏の3都市に
おける45-75歳の調査参加者

近隣の緑被率が住民間の社会関係資本と関連支持

Hong et al., 2018米国シアトル市、ボルティモア市の
高齢者調査の回答者

近隣の魅力的な自然空間が住民間の社会的なつなが
りと関連、ただし公園や街路樹は関連が認められず

支持

Samsudin et al., 2022シンガポールの公営団地での調査回
答者

近隣の緑地の主観指標と住民間の社会関係資本で関
連、客観指標では関連が認められず

支持

Maas et al., 2009オランダでの全国調査の回答者近隣の緑の量がソーシャル・サポートと微妙に関連
するが、住民間の交流とは関連が認められず

部分支持

Hanibuchi et al., 2012愛知県の高齢者調査の回答者公園や緑地の有無を含む近隣の歩きやすさに信頼や
互酬性の規範と関連が認められず

不支持

Holton et al., 2014米国ボルティモア市の18歳以上の
調査回答者

近隣での庭や公園の有無に住民間の社会関係資本と
関連が必ずしも認められず

不支持

都市での豊かな緑の実感が必要？

都市緑地 → 社会関係資本

（Wijnands et al.,  2019）

データ駆動的に示唆される景観的な特徴

豪州メルボルン大都市圏で、行政による電話調査での社
会指標とGoogle Street View（GSV）画像での景観情

報との関連を機械学習で探索
↓

敵対的生成ネットワークにより、地域レベルの主観的健
康や社会関係資本の高低に対応した景観的な特徴を抽出

↓
主観的な健康や社会関係資本が良好な地域の景観は、よ

り草地が豊富な傾向
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Green vs. Blue Space
18の国・地域を対象に調査

↓
人口統計的な要素を統計的に統制した上
で、緑地および水域への暴露と各種の主

観的well-beingとの関連を検証
↓

緑地との頻繁な接触の関連が相対的に大
きかったが、対象地域間で一貫はしない

（McDougall et al., 2024）

緑地の
可用性（availability）と
近接性（accessibility）を
優先的に高めればそれでいいのか…？

（Kwon et al., 2021）

（対数化GDP） （都市緑地）

赤：調査対象国中GDP上位
黒：調査対象国中GDP下位

Easterlinの逆説に類似 条件付きの効果

緑の絆創膏か？
嗜好品か？

効果を調整する場の文脈
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（Farkas et al., 2023）

1991-2020年研究動向

用語の共起

都市緑地の享受可能性の偏在問題

社会環境の破壊は物理環境と連動し得る
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Well-beingへの地理的な効果範囲

（Hong & Park, 2021）

韓国の市域を単位として調査

Well-beingの高低は市域間
のまとまりを形成

←

→市域内に留まる効果

→市域内の効果
+ 隣接市域へのspillover効果

公共空間の整備には
well-beingの環境的な
格差を是正する効果が

期待される

水域が担い得る役割

（Grzyb, 2024）

ポーランド・ワルシャワでの河川利用に関する調査

河川水域は、近隣住民には日常的な公園として、
遠方住民には週末のくつろぎと社交の場として機能

Well-beingに資する広域の公共空間としての役割
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6. データで描く案内図

Smart City Institute Japan（2022）によるLiveable Well-Being City指標

都市計画でのwell-beingの指標化
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構成要素の関係性をどう可視化するか？

Well-beingを巡る要因の構造を探索

（打田他, 2025）

産学官民で生成・蓄積された主観・客観データを地理的に紐づけ
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Well-beingを巡る要因の構造を探索

社会・物理環境

主観的なwell-being

土地への愛着・
社会関係資本

（打田他, 2025）

7. 結び
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文化を考慮したwell-being：
「幸福」の構成要素を包括する概念であるwell-beingは、それ
ぞれの文化的な特徴を反映した測定および議論が必要

社会・物理環境のデザイン：
Well-beingに資する社会・物理環境の構築では、個人を含めた
相互作用における好循環のデザインが求められる

データ駆動的な案内図：
主観・客観指標を地理的に紐づけたデータ駆動的な探索は、産
学官民のデータの整備による促進が期待される
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